
 
  

 

令和７年６月２３日 

 

伝統的建造物群保存地区制度創設 50周年記念シンポジウム 

「まちなみを紡ぐ人々のあゆみ」を開催します 
 

１．概要 

昭和 50 年の文化財保護法の改正により、伝統的建造物群保存地区制度が創設されて

から 50 年を迎えることを記念し、行政、住民等のこれまでのあゆみを振り返り、今後

の 50 年に向けて、さらに魅力的なまちづくりを進める道筋とするため、記念シンポジ

ウムを開催いたします。 

 

２．開催概要 

日 時：令和７年７月４日（金）１３：３０～１７：００（１３：００開場予定） 

主 催：文化庁 

共 催：立命館大学 

会 場：立命館朱雀キャンパス大講義室（京都市中京区西ノ京朱雀町１） 

 内 容：プログラム（予定） 

     

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３：３０ 文化庁長官挨拶 

学校法人立命館理事長挨拶 

１３：４０ オープニング 

１４：２０ ◆基調講演 

國學院大學教授 下間久美子氏 

１５：１５ ◆取組発表 

当初に選定された７地区（５市町村）に関わる行政担当者、保存

団体等の関係団体を迎え、５０年のあゆみおよび今後の展望に

ついてご報告いただきます。 

・角館伝建群保存地区の町並みを守る会 柴田政幸氏 

・妻籠を愛する会           藤原義則氏 

・白川村教育委員会事務局       尾崎達也氏 

・祇園新橋景観づくり協議会      秋山敏郎氏 

・萩市堀内町内会           北野正一氏 

１６：４５ エンディング 

１７：００ 終了 



 
  

備 考：ホワイエにて立命館大学歴史都市防災研究所によるポスター掲示を実施します。 

    本シンポジウムについては、後日文化庁の公式 YouTube にて録画配信を予定し 

ております。 

 

３．取材申込方法 

取材を希望される場合は、７月２日（水）１７：００までに電子メールにて、件名

を「【取材希望】伝建制度 50 年シンポジウム」とし、「（別紙）伝建制度 50周年記念シ

ンポジウム取材事前登録」に必要事項を記入の上、伝建部門宛（10denken@mext.go.jp）

にお申し込みください。部門より受付完了メールをお送りします。 

 

４．注意事項 

・当日は、部門から送付する「受付完了メール」を持参願います。 

・報道関係者の入場開始時刻は、１３：００を予定しております。報道関係者受付で

受付下さい。 

・取材はフルオープンです。 

・駐車場及び駐車区画の用意はありません。 

・取材時は、自社腕章を必ず着用願います。 

・取材にあたっては、取材位置等、係員の指示に従ってください。 

・ホワイエにて立命館大学歴史都市防災研究所のポスター掲示を撮影される場合は、

「ポスター掲示スタッフ」の札を下げている関係者に許可を取ってから撮影下さい。 

 

  

 

 

＜担当＞文化庁文化財第二課  

伝統的建造物群部門 

【Tel】075-451-9772(内線 9772) 

【E-mail】10denken@mext.go.jp 

mailto:10denken@mext.go.jp


 
  

別 紙 

（メール返信用紙） 

 

伝統的建造物群保存地区制度創設 50周年記念シンポジウム 伝建部門 行  

（返信先 10denken@mext.go.jp） 

 

イベント 取材事前登録 

お申込み期日：令和７年７月２日（水）１７：００まで 

 

１．報道機関名                                

 

２．取材代表者氏名                              

 

３．取材記者名等                               

 

記者名等（所属、お名前、連絡先など） 

所属 
 

 

取材記者名 
 

 

連絡先 
 

 

連絡先（携帯） 
 

 

カメラ撮り あり ／  なし 

 

注１：警備の都合上、取材者全員の登録をお願いします。（フルネームでお願いします。） 

注２：急な中止、変更があり得ますので、連絡先は携帯電話の登録もお願いします。 

注３：カメラ撮り取材の別（あり・なし）に○を付けてください。 

注４：警備の都合上、取材の際には必ず全員自社の腕章をつけてください。 


